
海外交流

　一昨年（2013年），本学トルコ語専攻の大澤孝教
授と，モンゴル国科学アカデミー考古学研究所との
国際共同調査の結果，モンゴル国東部で古代トルコ
語文字碑文が発見されたと発表（7月 16 日）がな
された．そして各メディアは，この発見を学術上
100年ぶりの快挙であると報じたことは，私たちの
記憶に新しい．
　しかし，トルコ（共和国）はヨーロッパ側にある
のに，なぜその碑文がモンゴルで見つかるのか．今
回はこのトルコとモンゴルについて述べてみたい．
　さて，周知の通りモンゴル民族は今のモンゴル国
の基幹民族であり，13世紀にチンギス・カンによ
る大帝国を築いた遊牧騎馬民族である．ところが，
それ以前にモンゴル高原で活躍した遊牧民族は，匈
奴以来，基本的にはトルコ系であったとみられる．
彼らやその子孫はかねてより西方へと拡大し，更に
東より進出したモンゴル民族に最終的に押し出され
た形になったのである．
　ところで，モンゴル語とトルコ語は，言語特徴が
類似し，音韻対応する共通語彙を多く持つ．このこ
とから，昔の言語学者は両者の先祖はアルタイ山脈

付近で暮らしていたと推測し，ツングース諸語も加
えて，アルタイ語族とかアルタイ諸語と呼ぶように
なった．現在，モンゴル国や中国・内モンゴル，ト
ルコ共和国などでは，共通祖語を認める立場の主張
が強く，そのような立場からはアルタイ語族と呼び，
まだ未確定であるとか，認めない立場からはアルタ
イ諸語と呼ばれる．
　なお，トルコという用語は，狭義にはトルコ共和
国のトルコを指し，広義にはトルコ系を意味する．
トルコ系とは，トルコ語の他，方言関係にある諸言
語やその話者民族を総称した言い方で，チュルク（テ
ュルク）とも書かれる．従って，モンゴルで発見さ
れた古代トルコ語碑文とは，広義のトルコ語であり，
この場合突厥語を表す（以下，広義のトルコ語をチ
ュルク語と記す）．
　さて，語族の証明には語彙の音韻対応が重要とさ
れる．では，時にアルタイ語族とも呼ばれるモンゴ
ル語とチュルク語には，どのような音対応が見られ
るのか．以下，若干の語頭子音の対応例を挙げ，観
察してみたい．
① ［Mo.t- = Tu.t-］Mo.te  gis 海：AT.te  iz 海
② ［Mo.y- = Tu.y-］Mo.yara 潰瘍：Tur.yara 傷
③ ［Mo.  - = Ka. -］Mo. imis 果物：Ka. emis 果物
　（cf.AT.yemis）
④ ［Mo.t- = Tu.t-］Mo.tala  外面：AT.tas  外
⑤ ［Mo.d- = Tu.t-］Mo.durusu 白樺の表皮：AT.toz 
　  白樺の表皮
⑥ ［Mo.d- = Tu.y-］Mo.düri  姿：AT.yüz 顔
⑦ ［Mo.  - = Tu.y-］Mo.  ala u  若い：AT.yas 若い
　（cf.Kaz.  as）（  [ ], s [∫]）

－93－

生産と技術　第67巻　第１号（2015）

＊ Yoshiteru NAKASHIMA

1971年11月生
大阪外国語大学大学院言語社会研究科言
語社会専攻博士後期課程修了（2006年）
現在、大阪大学　大学院言語文化研究科
（モンゴル語専攻）　准教授　言語文化
学　モンゴル語学，アルタイ言語学
TEL：072-730-5261
FAX：072-730-5261
E-mail：nakas@lang.osaka-u.ac.jp

～モンゴル語研究最前線～

From the Forefront of Mongolian Studies

Key Words：Mongolian Language, Turkic Languages

中 嶋 善 輝＊

＜略号＞
AT.古チュルク語，Hu.ハンガリー語，Ka.カザフ語，Mo.モンゴル語，PT.先（～プロト）チ
ュルク語，Trkm.トゥルクメン語，Tu.チュルク語，Tur.トルコ語，Ru.ロシア語，「＊」推定形



ɹᶃʙᶆɼޠ಄ࢠԻ͕ϞϯΰϧޠͱνϡϧΫޠ
Ͱ�ɿ�ͷରԠΛ͢ΔྫͰɼᶇʙᶉ৯͍ҧ͏ྫͰ
͋Δɽ·ͨɼޠதɾޠͷࢠԻʹ͓͍ͯɼᶃ͔Β
ʦ.P��T���5V��[ʧɼᶅ͔Βʦ.P��T���5V�	�T
�ʙ��Tʧ
�5��ΕΔɽҰํɼᶇᶈ͔Βɼʦ.P��S͞؍͕V��[ʧɼ
ᶆᶉ͔Βʦ.P��M� �� 5V��Tʧ͕͞؍ΕΔɽ͔݁
Β͑ݴɼᶃʙᶅͷΑ͏ͳԻରԠྫɼ�ੈلॳ༿
ʹจ͞هʹݙΕͯҎདྷݱνϡϧΫޠͱͭͳ͕Δ
৽͍͠νϡϧΫ͔ޠΒɼᶆʙᶉͦΕҎલͷ͍ݹ
νϡϧΫޠʢઌνϡϧΫޠʣ͔ΒϞϯΰϧ͕ޠआ༻
ͨ͠ͷͱ͑ߟΒΕΔʢ[���TΛͭ࣋νϡϧΫޠΛ;
νϡϧΫޠɼͦͷՕॴ͕S� �� M� ͰରԠ͢ΔνϡϧΫ
ͿʣɽݺͱޠΛ3�νϡϧΫޠ
ɹ3�νϡϧΫޠɼ͘ݹ౦Ϥʔϩούʹਐग़͠׆
༂ͨ͠ϒϧΨϧʢ�ੈلʙ ʀϒϧΨϦΞلੈ��
ͷݯޠʣͷϒϧΨϧ͕ޠΒΕɼุൾɼϋϯΨϦ
ʔޠʢྫʀ)V�UFOHFSʬւʭɿ5V�UF J[ʬւʭʢ��
.P�UF HJTʬւʭʣʣϩγΞޠʢྫʀ3V�яѓцъѕ�
<LBWKPS>ʬឿᓾʭɿ5V�LJWJ[ʬϑΣϧτʭʢ��.P�LFCJT
ʬឿᓾʭʣʣʹएͦׯͷࠟΛ͍ͯ͠Δɽ·ͨɼ
ΒΕݟᧈͱޙɼͦͷҰͷޠͷ3νϡϧΫݱ
ΔνϡϰΝγϡޠͷΈ͕ΒΕΔɽ
ɹͳ͓ɼΞϧλΠޠΛೝΊΔཱ͔Βɼᶆʙᶉ
ͷΑ͏ͳԻରԠྫڞ௨ޠ༝དྷͷޠኮͱ͞ΕɼϞ
ϯΰϧޠͱɼνϡϧΫޠͰ͋ΔνϡϰΝγϡޠɼ
ͷͱ͞ΕΔɽଈͪɼͨ࣋͠༝དྷͷ3Λอޠ௨ڞ
νϡϰΝγϡޠɼϞϯΰϧޠͱ;νϡϧΫޠΛ݁
Ϳʮੜ͖ূਓʯʹҐஔ͚ͮΒΕΔͷͰ͋Δɽ
ɹͱ͜Ζ͕ɼචऀͷݟղͰɼϞϯΰϧݟʹޠΒΕ
Δ3ରԠޠኮɼνϡϧΫޠԻӆਪҠͷ؍͔Β
ݟͱͯ͠ෆेͱڌΛೝΊΔࠜޠ௨ڞΕɼݟ
Δɽ
ɹͦΕͳ͔ͥɽҎԼɼޠ಄ԻͷମܥΛϞϯΰϧޠ
ʰݩேൿ࢙ ʢɦ����͝Ζʣ͔ΒɼνϡϧΫޠ
ΦϧϗϯൾจνϡϧΫޠʢ�ੈلલʣΛྫʹͯݟ
ΈΑ͏ɽ
�ɽޠ಄Ի
ɹɹh ɿޠʱϞϯΰϧ࢙ேൿݩ
ɹɹɹB�ɹF�ɹɹɹ J�ɹɹɹP�ɹö�V�ɹü
ɹɹΦϧϗϯൾจνϡϧΫޠɿ
ɹɹɹB�ɹä	F
ɹJ�ɹï�P�ɹö�V�ɹü
�ɽޠ಄ࢠԻ
ɹɹh ɿޠʱϞϯΰϧ࢙ேൿݩ

ɹɹɹC���c���E���H���I����� ���L���N���O���T���U���Z�
ɹɹΦϧϗϯൾจνϡϧΫޠɿ
ɹɹɹC���c�ɹɹɹɹɹɹL��ɹɹɹT���U���Z�
ɹͯ͞ɼݩདྷޠ಄ԻͷମܥɼϞϯΰϧͭ�͕ޠɼ
νϡϧΫ͕ޠ�ʙ��ͭͱɼ྆ऀେࠩͳ͍ɽͱ͜Ζ
͕ɼޠ಄ࢠԻɼϞϯΰϧ͕ޠ��ɼνϡϧΫ͕ޠ�
ͱ͍͏۩߹ʹɼνϡϧΫޠϞϯΰϧޠͷ͔͠
ͳ͔ͬͨʢͳ͓ɼԻʢB� P� Vʣ͕ଓ͘߹ɼ
.P�H�� � ͱͯ͠ɼL�R�ʢνϡϧΫޠʣͱ͍͏
ҟԻͰൃԻ͞ΕΔʣɽ
ɹͰɼᶆʙᶉͰޠܥ3ͨݟኮͷϞϯΰϧޠͱͷ
ݻͷνϡϧΫޠΧβϑʹ͍͔࣍ͳΔͷ͔ɽؔ
༗ޠతޠ಄ࢠԻΛ͛ڍΑ͏ɽ
ɹ,B�ɿC��T��	E�
�ɹɹL�ɹɹN��T���U������
ɹΧβϑޠɼΦϧϗϯൾจνϡϧΫޠͷ c�  T��ʹɼ
Z� � � ʹରԠͤ͞Δɽ·ͨɼएׯͷE� ͷൃੜɼ
ओʹޠ಄ࢠԻͷ༗Խ͕ஶ͍͠ํํݴͷׯবͱߟ
͑ΒΕΔɽߋʹɼN�ͷൃੜओʹඓԻ͕ޙଓ͢Δ
Λத৺ʹC�͕ඓԻԽ͠ɼԽͨ͠ͷͰ͋Δɽޠ
ɹ͜ͷΑ͏ʹͯ͘ݟΔͱɼΧβϑޠͷޠ಄ࢠԻͷମ
ͷͷͱେࠩͳ͘ɼޠɼΦϧϗϯൾจνϡϧΫܥ
ಉ͡ࢠԻͷௐԻΛಈ͔͞ͳ͍ఔͷԻӆมԽڐ
͞ΕΔ͜ͱ͕͔Δɽͱ͢Δͱɼᶇʦ.P�E�� �� 5V�U�ʧ
ɼ15� �ʹ5V�U࣌ ͕ 15�ˎE� Ͱ͋ͬͨՄੑΛɼ
ᶈʦ.P�E����5V�Z�ʧɼ5V�Z�͕15�ˎ���� Ͱ͋ͬͨՄ
ੑΛʢଟ͘ͷݱνϡϧΫޠதੈҎ߱ɼޠதɾޠ
ͷɹΛZʹมԽͤͨ͞ɽϞϯΰϧޠͦͷɹΛ௨
ৗEͰରԠͤ͞Δʀྫʣ.P�BEB ʬޙ࠷ʭ�"5�B���BR
ʬʭʣࣔࠦ͢Δɽ·ͨɼᶉʦ.P��������5V�Z�ʧ͔Βɼ
5V�Z� ͕ 15� �ˎ � Ͱ͋ͬͨ࣌ʢϘϧΨϧޠ͜ͷ
ஈ֊ʣΛද͢ͷͱ͑ݴΔɽͳ͓ɼᶈ͔Βಋ͖ग़
ͨ͠15�ˎ���� ͱɼᶉͷ15� �ˎ�� ɼνϡϧΫޠͷޠ಄
ଘͰ͖ͳ͍ɽ͜ͷ͜ͱ͔Βɼઌνϡڞ্ܥԻͷମࢠ
ϧΫޠগͳ͘ͱ�छྨଘ͍ͨͯ͜͠ࡏͱ͕͔
Δɽ
ɹ͜͜Ͱɼޠ಄͕ແɾ༗ࢠ֖ޱԻͱͯ͠ݱΕΔ
3ରԠޠኮΛิ͓͏ɽ
ᶊʦ.P�L����5V�L�ʧ.P�RVSB��Bࢠ��༽ɿ"5�RP[ïࢠ��༽
ᶋʦ.P�H����5V�L�ʧ.P�HölügFݘ��ͷࢠɿ
ɹ 5SLN�LösFLϥΫμͷࢠ
ɹ͜ΕΒΛݩʹɼઌνϡϧΫޠΛ͍ݹͷ͔Βॱʹ
"ɼ#ͱ͢Δͱɼ྆ऀͷޠ಄ࢠԻମܥɼҎԼͷΑ
͏ʹཧͰ͖Δɽ

ʵ��ʵ

ੜ࢈ͱٕज़ɹୈר��ɹୈ̍߸ʢ����ʣ



　　PT.A： ＊b-  ＊c-  ＊g-  ＊s-  ＊d-  ＊   -
　　PT.B： ＊b-  ＊c-  ＊k-  ＊s-  ＊ t-  ＊   -
　以上から，モンゴル語が接触してきたチュルク語
は，次のように発展したものと結論付けることがで
きる．
PT.A；＊g- / ＊d- / ＊   - R-Tu.   > ⑤⑥⑨
　　　PT.B；＊k- / ＊t- / ＊  - R-Tu.（ブルガル語）
　　　　　　　> ④⑦⑧
　　　　　　　k- / t- /  - Z-Tu.（カザフ語等）
　　　　　　　> ①③
　　　　　　　k- / t- / y- Z-Tu.（トルコ語等）
　　　　　　　> ①②
　更に言えば，この図式は， Mo.güür / kögürge《橋》

：AT.köprük《橋》のような，チュルク語の一単語が，
複数のモンゴル語語彙に対応する例をもうまく説明
できる．結局，両者の音韻対応は，ちょうど日本語
の漢字音に呉音，漢音，唐音があるのと同じ現象な
のである．
　以上，簡単にまとめると，モンゴル語とチュルク
語の音韻対応は，語族を証明できるものではなく，
基本的には長期にわたる接触の歴史を物語るもので
あった．そして，古代トルコ語碑文がモンゴル高原
で見つかる理由は，13世紀以降住民がモンゴル民
族に置き換わるまで，長らくそこがチュルク民族の
揺籃の地であったためである．
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